
氏名 関根　俊一

通信教育部担当科目 ・美術史概論

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学校法人奈良大学評議員、副学長、図書館長、総合研究所長

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

講義科目であっても、可能な限り関連の展覧会や現地見学を行い、あるいは実物資料を
閲覧させながら理解が進められるよう努めた。また大学院生は、文化財調査に同行さ
せ、実査の経験を積ませた。

文化庁文化審議会専門委員文化財部会（工芸）委員、奈良県文化財保護審議会委員、和
歌山県文化財保護審議会委員、三重県文化財保護審議会委員、京都市文化財保護審議会
委員、奈良市文化財保護審議会委員、安堵町文化財保護審議会委員、奈良県伝統工芸品
指定委員会委員、奈良県・奈良の仏像海外展示企画委員会委員、薬師寺東塔保存修理委
員（相輪部門）、四天王寺史跡保存活用計画策定委員会委員、和歌山県立博物館協議会
委員、和歌山県立博物館美術資料選定委員会委員、橿原考古学研究所特別指導研究員
ほか

慶應義塾大学大学院文学研究科哲学専攻（美学美術史）修士課程修了

文学修士

日本美術史、日本工芸史、仏教美術史、博物館学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
各地の文化財審議会委員の業務に関わる文化財調査のほか、和歌山市内社寺調査、木津
川市文化財調査など。金属工芸品（とくに真鍮製）の成分分析に関する研究。密教関係
品の研究など。

大学院博士後期課程
担当科目

・美術工芸史特殊研究

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

美術史学会、アートドキュメンテーション学会、記録管理学会、宗教文化史学会、
密教図像学会ほか

仏教美術史の中でもとくに仏教工芸史、密教工芸史。他に、神道美術史、正倉院宝物な
ど。博物館と文化財の関わり、美術文化財の活用。

授業科目

学部担当科目

・美術史特殊講義
・美術史講読
・美術史実習
・美術史演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・美術工芸史特殊講義
・美術工芸史演習



単著

単著

単著

奈良国立博物館『春
日大社のすべて』所
収

帝塚山大学奈良学総
合文化研究所『奈良
学研究』21号

奈良大学文化財学科
『文化財学報』３７
号

2018年4月

2019年2月

2019年3月

春日大社に伝存する古神宝類につい
て、神宝調進の端緒を考察し、当時
の宮廷調度との形式比較を通じて願
主の周辺に藤原忠実、頼長の存在を
考えた。

文化史学などの基礎学に文化財学、
保存学、防災学といった要素を加
え、実学的な志向をもつことで、新
たな文化史学が確立できることを述
べた。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

②

③

近世の製作にかかる和歌山・福琳寺
と滋賀・百如庵旧蔵（現ボストン美
術館蔵）の金剛杵を題材に、法具に
おける細部形式の「踏襲」と「典
拠」という視点で論じた。

①

③

（その他）

②

③近世密教法具の一断面　-
金剛杵における細部形式の
踏襲-

（学会発表）

②

①

③

①古神宝　神々に捧げられ
た御料

②大学教育における実学志
向の文化財学


